
 

 

               

 

 

海洋プラスチックごみの現地調査を実施します 
 

ＳＤＧｓ未来都市である和歌山市は、持続可能な海社会を実現するた

めの取組の一環として、近畿大学附属和歌山中学校及び花王株式会社と

連携して、海洋プラスチックごみの現地調査を実施します。 

 

【実施概要】※小雨決行 

日時：令和２年１０月２９日（木）午前１０時１５分から正午まで 

集合：午前１０時、万葉館前 

場所：和歌浦・片男波海水浴場 

内容：漂着ごみ（海洋プラスチックなど）の回収・調査 

参加：近畿大学附属和歌山中学校の中学１年生（１８７名） 

花王株式会社 

和歌山市 

（写真提供：近畿大学附属和歌山中学校） 
 
和歌山市は令和元年７月にＳＤＧｓ未来都市に選定され、２０３０年のあるべき姿

を「持続可能な海社会を実現するリノベーション先進都市」としています。また、先日

１０月２１日に花王株式会社とＳＤＧｓの推進に関する連携協定を締結し、海洋プラ

スチックごみの調査、リサイクルの推進を連携して実施することとしています。 

今回、近畿大学附属和歌山中学校の中学１年生の海岸クリーンアップ活動と連携し

回収した海洋プラスチックの一部を、花王株式会社において調査しリサイクル化に向

けた検討を進めていただきます。 

なお、調査前日の２８日には近畿大学附属和歌山中学校において、事前学習として

「和歌山市における SDGｓの取組」と題した講演を本市職員が行います。 
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